
「自主・自立」の姿勢を育てるためにできること

「与えられたことをするのではなく、
自分たちで考えて 学びを深める」
自主・自立の姿勢を育てるために、子

どもたちにこの意義を伝え、話し合い活
動を何度も重ね、粘り強く見守る中で、
子どもたちは大きく成長できました。
人と人の関わりの中で育つリオ日学の

子どもたちは幸せです。
＜オープンデー プレスクールで活躍＞
９月３日（日）、参観日と学校公開日

を兼ねて、３～６歳児をプレスクールと
して受け入れ、リオ日学の子どもたちが
学校探検や読み聞かせ、ゲーム遊びなど
保育授業さながら奮闘しました。
７人の幼児が参加し、ある保護者から

「子どもたちのチームワークと、日本の
教育ならではの日本語を大切にする力を
見せていただいた」と最大の賛辞をいた
だきました。

＜連邦大交流 工夫がいっぱい！＞
９月１１日（月）、日本の文化や言語

を学ぶ連邦大の大学生約４０名がやって
きて交流会を実施しました。
子どもたちは３人組５グループに分か

れて自己紹介をした後、それぞれ考えた
「福笑い」「すごろく」「ロールプレイ」
「坊主めくり」などを楽しみました。
大学生もブラジル版ハンカチ落とし・

命令ゲーム・アニメ紹介・パペットな
ど、どの教室も笑顔にあふれています。
自分たちで考え行動したからこそ勝ち

得た自主・自立の姿勢です。この経験を
誇りに、次の機会にも力を発揮しましょう。

リオデジャネイロ日本人学校通信

１０月号 令和５年 ９月２９日

校長 小堺 広司

学校教育目標
「自他の生命と人権を尊重し、
ねばり強くたくましい心豊かな
児童生徒を育成する」
～世界の架け橋となる子ども
たちの育成を願って～



〇ようこそ先輩 リオ日学の学びが力に！ 〇 親子安全教室・引き渡し訓練
１５年前、リオ日学小学部１年生に在籍してい ９月２２日（金）、

た駒井涼香さんと城山夏菜さんが、大学４年生と 避難訓練（暴漢）の後、
なってリオを再訪し、「今ある自分と日学の思い出」 親子安全教室を実施し
という主題で、当時の写真やメッセージのスライ ました。総領事館領事
ドを使いながらお話しくださいました。 大野様を講師にお迎え
お二人とも「リオ日学は少人数だからこそ自分 し、リオデジャネイロ

の意見をはっきり伝えることができ、何をするに の生活で注意すべき点
も主体的に過ごしたことが今の自分につながって を説明していただきま
いる」と話されます。帰国後、時に「出る杭は打 した。特にリオと日本
たれる」と感じることがあっても、高校～大学へ の犯罪件数の比較で、
と進級する過程で、自分の原点としてリオ日学の 桁が違うことに驚きま
体験が自信となり、方向性を見失うことなく成長 した。そのあと、引き
できたそうです。先輩方の話を聞き、私たちが今 渡し訓練をして下校と
何をすべきかがはっきり見えました。お話くださ なりました。安全・安
り大変ありがとうございました。以下、抜粋です。 心の学習環境を目指し
＜９/ ５ 駒井涼香さん＞ て努力いたします。

私は小４まで在籍し、毎
朝一輪車に乗ったり、若草 〇 フレンドタイムが楽しい
物語を読んだり、４０周年 毎月１回、フレンド
のモザイク画を作成した タイムを実施していま
り、思い出がいっぱいです。 す。帰りの会終了後、
日学で学んだことは自分 低・中・高・中学部が

と異なる人と積極的に関わ 順番にレクを企画して
る良さです。偏見を持たず 運営します。

恐れることなく接する力を得ました。また、自分 ８月２９日（火）は
の常識が本当ではないという考え方です。日学は 中学部がお化け屋敷
少人数だからこそ自分から進んで取り組むことが を、９月２６日（火）
でき、この価値に気付ける唯一無二の素晴らしい は小学部１～２年生が
学校です。先生が勉強をよく見てくれたおかげで、 イス取りゲーム・ぺデ
先生のために字を丁寧に書くことを心がけるよう カ落とし・色増やし鬼
にもなりました。日本に帰ったとき、日学の個別 を行いました。どの学
指導のおかげで勉強面で困ることはありませんで 年も工夫を凝らし、み
した。人前に出ることもソーラン節・合唱・演劇 んなで楽しめ、短い時
などの経験から積極的になれました。日本に日学 間ですが中身が濃く、
があればいいのにと何度も思いました。勉強はコ 思い出深い時間となりました。
ツコツやるもので、皆さんも今の気持ちを大切に
授業をよく聞いて積み重ねをしてください。私の 〇 体験的な学びが実を結ぶ
後悔は小４まで習った英語とポルトガル語の勉強 中学部技術の栽培で、
をその後やらなくなり、忘れてしまったことです。 １０種（オクラ・ニンジン・
皆さんどうか復習を心がけましょう。 ニラ・キュウリ・ミニトマト・

＜９/１９ 城山夏菜さん＞ トマト・カボチャ・キヌサヤ・

日学で仲間と出会い、小 エンドウ豆・スイカ）の種を
規模で学べ、年上の友だち 植えました。土づくり、
とも話せる貴重な経験がで 水くれなど収穫までの
きました。日系移民１００ 手順を学びます。
周年の式典で演劇を舞台で 小学部５年生・家庭
やった時、泣いて喜んでく 科で調理実習（ご飯と
ださる日系人の方が印象に みそ汁）を行いました。
残っています。 鍋で炊くことにより、

日学の良さは複式授業で年上のお兄さんと一緒 火加減と米飯のうま味
に学ぶ中、成長のモデルとして見られることです。 について学びます。
また少人数授業で意見を言うことは当然であり、 どちらも体験するか
日学こそ自分らしくいられる場所でした。中学は ら得られる知識です。
ニューヨークで暮らし辛いこともある中、卒業式 これからの人生に必ず役立ちます。
で「出る杭は打たれるが、打たれることで強くな
れる。世界で活躍できる人になりなさい」という ＜１００年たっても変わらないこと＞

校長先生の言葉を聞き、頑張ろうと思いました。 「全校朝会の『最後だとわかっていたなら』の話がとても心

高３の夏に人生が変わる出来事がありました。 に響いた。なぜなら私は寝る前に必ず『おやすみ』を言っている。

日学でお兄さんだった方がブラジルで仕事をされ 小さい時、火事が怖くて、寝ているときに火事になったらと心配

ると聞いたことです。眠っていた思い出がよみが して、小学生の時は、私の宝物を防災リュックに詰めてロッカー

えり、私もポルトガル語が学べる大学を受験しよ に入れていた。今考えると笑ってしまうが、最後だとわかってい

うと決意しました。言語の習得は耳から学ぶこと たら、私は何でもする。」

が最良です。現地の友だち作りをお勧めします。 中学部NIEで、死生観を論じた新聞記事に対して上記の感想を

日学でしか得られない経験は一生の宝物。自分が 書いてくれた生徒がいます。１００年前の関東大震災から何ひと

納得して選んだことを楽しんでやり抜き、努力が つ変わらないことは「おやすみ」と言うこと。幸せを当たり前と

実った時、支えられていることに感謝しましょう。 思うことなく、感謝の気持ちを言葉にして過ごしたいですね。


